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詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

【新改訳2017】ヨハネの福音書5章39節
あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、
聖書を調べています。その聖書は、わたしについて
証ししているものです。

●ですから、詩篇119篇の「わたし」(単数)はイェシュアを証ししてい
ると考えることができます。と同時に、複数はその「イェシュアの中へ
と信じる者たち」を示しています。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】ヨハネの黙示録22章13節 

わたしはアルファ( לֶ�אָ הָ  )であり、オメガ( ותָּ הַ  )である。
最初(הָרִאשׁוֹן)であり、最後(הָאַחֲרוֹן)である。
初め(הָרֵאשִׁית)であり、終わり(הַתַּלִית)である。

●詩篇119篇は「アーレフ・ベート詩篇」です。「アーレフ：א」から
「ターヴ：ת」までのヘブル文字22からなる段落がそれぞれ8節単位で
構成されています。「８」はイェシュアの数です。詩篇119篇の構成は、
(8×22＝)176節から成っています。詩篇の中で最も長い詩篇です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】Ⅰペテロの手紙2章4～５節

4 主のもとに来なさい。
主は、人には捨てられたが神には選ばれた、尊い生ける石です。

5 あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げられ、
神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリストを通して献げる、
聖なる祭司となります。

●詩篇119篇は「聖なる祭司」、あるいは「王なる祭司」の書であり、
「王なる祭司・聖なる祭司」とはいかなる存在であるかを学ぶ最良の
テキストです。その模範は「昼も夜も、主のおしえを喜びとし、口ずさ
む(思い巡らす、反芻する)その人(ハーイーシュ：ׁהָאִיש)」です。



１. 第二の段落「ベート」
●「ベート」(ּב)の段落から10節の「べホル：בְּכָל」を選びました。

デラシュティーハー リッビー ベホル

־לִבִּי דְרַשְׁתִּי�בְּכָל
私はあなたを尋ね求めた 私の心の すべてで

私の心を尽くして

の1人称の完了形דָּרַשׁ 「レーヴ」(לֵב)は「心」

【新改訳2017】詩篇119篇10節 
私は心を尽くしてあなたを求めています(改訂3版：尋ね求めています)。
※「求めています」と訳されていますが、原文は預言的完了形です。
●2節にも「幸いなことよ・・心を尽くして主を求める人々」があります。10節は単数で
すが、2節は複数です。10節がイェシュアを指しているとすれば、２節はイェシュアの中
へと信じた人々です。彼らが心を尽くしているのは、主を求める(未完了形)ことです。



2.「ベホル」(בְּכָל) ①
●「べホル：בְּכָל」の「ベ」( ְּב)は前置詞、「ホル」(כָל)は名詞です。「ホル」は
「すべて、全部」を意味します。語源は「カーラル」(כָּלַל)で「完全にする」です。
「ベホル」が連続して用いられる箇所は、申命記6章5節です。

あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、力を尽くして、
あなたの神、主を愛しなさい。

メオーデハー ウーヴェホル ナフェシュハー ウーヴェホル レヴァヴハー ベホル エローへ―ハー アドナイ エート ヴェアーハヴター

מְאֹדֶ�׃וְאָהַבְתָּ אֵת יְהוָה אֱ�הֶי� בְּכָל־לְבָבְ� וּבְכָל־נַפְשְׁ� וּבְכָל־
あなたの力のすべてで あなたの魂のすべてで あなたの心のすべてで あなたの神 主 を あなたは愛しなさい

アーハヴの完了形

●4節の動詞が「聞け」という命令形であるゆえに、5節の頭にある接続詞「ヴェ」の後の
完了形も4節の命令形が継続するという「ヴァーヴ継続法」により、「愛せよ」と訳されま
す。日本の翻訳はいずれも命令形で訳されています。しかしKJV、およびNKJVではその
まま完了形と理解します。ヘブル語では将来確実にそうなることを完了形で表わすために、
「あなたがたは必ず愛するようになる」という意味になります。



2.「ベホル」(בְּכָל) ②
【新改訳2017】マタイの福音書22章35～40節

35 そして彼らのうちの一人、律法の専門家がイエスを試そうとして尋ねた。
36 「先生、律法の中でどの戒めが一番重要ですか。」
37 イエスは彼に言われた。「『あなたは心(καρδία)を尽くし、いのち(ψυχή)を尽くし、

知性(διάνοια)を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。』
38 これが、重要な第一の戒めです。
39 『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい』という第二の戒めも、
    それと同じように重要です。
40 この二つの戒めに律法と預言者の全体がかかっているのです。」
●「心(レーヴ)を尽くし、いのち(ネフェシュ)を尽くし、力(メオード)を尽くして、あなたの神、主
を愛すること」は人間の力によってはなし得ないことをが旧約の歴史があかししています。神である
主の悲願であった「いのちを与える御霊」によって私たちの霊が回復される時、はじめて「心を尽く
し、精神を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛すること」ができるようになるのです。その
意味で、申命記6章5節は主の預言的命令と理解することができるのです。



2.「ベホル」(בְּכָל) ③
●それゆえに、ギリシア語原文では「愛しなさい」が未来形で記されています。つ
まり「あなたは、・・・愛するようになる」のです。
37 イエスは彼に言われた。「『あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、
知性を尽くして、あなたの神、主を愛するようになる。』

38 これが、重要な第一の戒めです。
39 『あなたの隣人を自分自身のように愛するようになる』という第二の戒めも、
    それと同じように重要です。
40 この二つの戒めに律法と預言者の全体がかかっているのです。」
●「心を尽くし、いのちを尽くし、知性を尽くして、あなたの神、主を愛すること」は人
間の努力によってはなし得ないことを旧約の歴史があかししています。主の恩寵である
「いのちを与える御霊」によって私たちの霊が回復される時、はじめて「心を尽くし、精
神を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛するようになる」のです。これは「新し
い契約」によるものです。申命記6章5節の「愛しなさい」が命令ではなく、完了形で記さ
れている理由は、やがて主がそうしてくださるという預言と理解することができるのです。



3.「レーヴ」(לֵב) ①
●ヘブル語の「心」(レーヴ：לֵב)は、知性や意志の働きと強くかかわ
り、理解力や悟りを意味します。心情的、情緒的なニュアンスの強い
日本語の「心」とは少々異なります。日本語の「心」は情緒に重きが
置かれますが、ヘブル語の心(レーヴ：לֵב)はどちらかといえば、理解
力、洞察、悟りといった知性や意志の働きと強くかかわっています。
「計画・意図・良心・決断」といった意味も含まれています。ですか
ら、自発性、主体性といった意味合いが含まれます。
●「心を尽くす」とは、しなければならないからするといった義務か
らではなく、自ら進んでするという自発性を意味することばです。
主がそのような心を霊によって、イェシュアの中へと信じる者に造っ
て下さるのです。



4.「ダーラシュ」(ׁדָּרַש) ①
●詩篇119篇に戻ります。

デラシュティーハー リッビー ベホル

תִּי�דְרַשְׁ בְּכָל־לִבִּי 
私はあなたを尋ね求めた 私の心の すべてで

私の心を尽くして

の1人称の完了形דָּרַשׁ 「レーヴ」(לֵב)は「心」

【新改訳2017】詩篇119篇10節 
私は心を尽くしてあなたを求めています(改訂3版：尋ね求めています)。

※「求めています」と訳されているのが「ダーラシュ」(ׁדָּרַש)です。原文は預言的完了形
です。つまり「私は心を尽くして求めた(尋ね求めた)」です。「あなたがそうしてくださ
ったので、私はあなたを心を尽くして求めます」という表明を完了形で表しているのです。



4.「ダーラシュ」(ׁדָּרַש) ②
●「ダーラシュ」は渇望用語ですが、ヘブル語の修辞法であるパラレリ
ズムによって、同義語、あるいは類義語を見つけることができます。
①【新改訳2017】詩篇24篇6節 
これこそヤコブの一族。神を求める者たち
あなたの御顔を慕い求める人々である。

●「ヤコブの一族」「神を求める者たち」「御顔を慕い求める人々」とは、
「イスラエルの残りの者」、あるいは「エックレーシア」と言えます。
●「求める」は「ダーラシュ」(ׁדָּרַש)、「慕い求める」は「バーカシュ」
です。前者は165回で理性的意味合いが強いのに対して、後者は(בָּקַשׁ)
225回で、感情的・心情的な意味合いが強いように思います。いずれも
渇望用語です。



4.「ダーラシュ」(ׁדָּרַש) ③
②【新改訳2017】詩篇78篇34節 
神が彼らを殺されると 彼らは神を尋ね求め
立ち返り 神を切に求めた。

●「尋ね求め」は「ダーラシュ」(ׁדָרַש)、「切に求めた」は「シャーハル」
。で13回です。この語彙の回数は少ないですが、意味深い語彙です(שָׁחַר)
「切に」とは「朝早く、夜明けに」の意味があり、朝日を待ち望むように、切に神
を求めるという意味で使われています。それは霊による渇望であることが、以下の
みことばが明示しています。

●「私のたましいは、夜にあなたを慕います(אָוָה)。まことに、私の内なる霊は
あなたを切に求めます(שָׁחַר)」(イザヤ26:9)。たましいが神を慕うのは「夜」な
のです。そして主を切に求めるのは「内なる霊」なのです。これは預言的です。



4.「ダーラシュ」(ׁדָּרַש) ④
③【新改訳2017】詩篇27篇4節 
一つのことを私は主に願った。それを私は求めている。
私のいのちの日の限り 主の家に住むことを。
主の麗しさに目を注ぎ その宮で思いを巡らすために。

●「願った」は「シャーアル」(שָׁאַל)、「求めている」は「バーカ
シュ」(ׁבָּקַש)です。前者は183回です。使徒パウロのヘブル名は「サウ
ル」ですが、その語源は「シャーアル」から来ています。

●これまでの同義的パラレリズムから、旧約における四つの「渇望用
語」が見えてきます。それは次頁。



5.渇望用語の共通する文字
●四つの「渇望用語」
(1)「バーカシュ」(ׁבָּקַש)
(2)「ダーラシュ」(ׁדָּרַש)
(3)「シャーハル」(שָׁחַר)
(4)「シャーアル」(שָׁאַל)

●これらの語彙に共通するのは何でしょうか。
それはそれぞれに「シーン」(ׁש)という文字
があることです。この文字は「歯で噛む」ことを意味します。
神のみことばをよく噛んで、その真意を味わうことを意味します。
そのために「切に求める・尋ね求める」ことなのです。



今回のまとめ
●今回は「求める・尋ね求める」ことに焦点を向けました。しかし詩
119篇の第二段落には大いなる「問いかけ」があります。その「問い
かけ」とは、9節にある「どのようにして、若い人は自分の道を保つ
ことができるのか」というものです。このような問いかけは旧約にお
いては他にもありますが、詩篇の中ではここ1箇所だけです。
●「問いかける」ことは、ただ単に答えを直ぐに見つけることにある
のではありません。答えがすぐに見つからなくても、その問いを心に
納め、秘め置くことが大切です。そうすることで、短絡的な答えで満
足することを防ぐことができます。特に神のことばについて秘め置く
ことは、詩1篇にもあるように、「昼も夜も、主のおしえを口ずさ
む」ことにつながります。「問いかけ」の鋭さは、新たな光を見出す
ことにつながるのです。
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